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国語科実技 帯単元によるルーティン型プレゼン演習  
１人１分，毎回５人，約２年間で，話す聞く力を育てる。 
齋藤 隆彦  
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３周目 ２周目と同じ方法 ９月中旬～ 
  ３周目もまた，くじで順番を決め（結局，卒業まですべて順番はくじで決めた），テーマは自由と
した。時間も１分程度，１回あたり５人の発表とした（これも卒業まで同じ）。 































































































８周目 「○○が△△する，なる物語」紹介 １月中旬～ 
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・種類を多くすることでセットを完前ママ  にそろえるまで何度も店にいきたくなる。 
  親にねだる 
↓  →・共働きの親がいっしょに過ごす時間の埋め合わせに 
安さのわけ 
 ・低賃金で十六時間（十七時間以上）の労働←→改善されて 
    二〇セント（２５円）足らず 
  ・子供の労働  物価の安い中国 
十四歳の労働者も↑    ↓改善 
  ・現在は子どもが働くことのないようにしている。 
  ハッピーなのは買う方だけで作る方はちがう。 
 
    おいしいハンバーガーのこわい話 
    著者 エリック・シューローサー 
       チャールズ・ウィルソン 
    訳者 宇丹貴代実 
   発行者 木谷東男 
   発行所 株式会社 草思社 
















































資料４ 「こうだい」プレゼン  






２年５周目  ガイナーレ。試合のホームゲーム。今年も見てきたんですけど，今年も５位。来年もがんばってほしい。 
（４５秒） 
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資料１２ ３年後期中間テスト表現問題「過去と未来をつなぐ 中学生活と十年後の自分」，「ゆうき」の文章 
僕はこの附属中学校での３年間でたくさんの経験をつむことができました。たとえば，将来に直接つながって
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資料１４ 「卒業文集」，「あやか」の文章 
（略）この３年間で私は，モヤモヤしていた「好きなこと」が一気にはっきりしてきた。話すこと・書くこと。
言うなれば，伝えること。大好きだ。本当に。自分の気持ち，自分の世界。皆に伝えて，共有したい。それを
話して，書いて伝えることができたらどんなに幸せか，と思う。そして私は，「大好き」という気持ちを３年
間で磨いてきた。国語の授業とテストだ。授業でするプレゼンは，聞くのも楽しい。他の人のテクニックを耳
で鍛える。たくさんの発見がある。そして，それを生かしながら自分の発表。とても小さなステージ。でも，
自分に与えられた時間だけは輝いていられる。過剰意識かもしれない。でも，とても充実している。それが嬉
しい。楽しい。テストの作文だって同じだ。見てくれる人は少ない。けれど，自分の世界を見てくれる人がい
る。時間がギリギリのときもある。でも，文章に妥協はしない。今の自分の全てをぶつけて書く。魂を込める。
そうすれば，将来の糧になる。そう信じている。中学３年間は決して無駄じゃない。そう思える日が来る。私
は信じている。（略） 
資料１５ 「卒業文集」，「こうだい」の文章 
ぼくは今まで何か持ってると言われてきました。それは仲間です。（略） 
さいとう先生。あなたなしではこの３年間はかたれないだろう。あなたは二，三年の担任だ。ぼくが今まで出
会ったどの大人ともちがった。あたまごなしにおこらない。けしてぼくを否定しない。そのおかげでぼくはも
う一人の自分をみつけてしまった。一年生のころのあなたは何を言っているのかさっぱりわからなかった。で
も，今ならわかる気がする。十年後……のみつれてってな。 
 
齋藤 隆彦（鳥取大学附属中学校） 
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